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基本計画の見直しを行いました。新しい基本計画では、「生産 流 通 消 費が

一体となつた信頼関係の構築による地産地消の推進」をスローガンに、今の時代に即した取組みを行います。

特に今年度は、「食」と 「農」を結び付ける取り組みについて本協議会で検討を重ね、これからの取組み方針を定

めました。安全 ・安心の向上では、栽信管理記録の記帳や産地交流会などを通じて相互理解と信頼関係の構築を図り

ます。今後は、この基本計画に沿つて具体的な事業を展開していきたいと考えておりますので、皆様方のこ支援ご協

力をお願いします。
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広島市内で生産される農林水産物及びその加工品の総称です これらの生産振興、「おいしさ」など消費者二―ズに対
応する産品開発 生産 流通 消費の交流と連携で築かれる信頼関係による「市内唐 新鮮 安心Jの
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"ブ
ランドの確立を図るとともに、食と模の結びつきや環境聞騒など社会的雲請に応えることのできる地産地消の推

進を行います。

平成]フ年7月改定

2安 全 ・安心 の 向上 住産者と消費者の信頼関係の構築)

生産管理の徹底による信頼の確保

情報発信や交流による信頼性の向上

3「食」と「農」を結びつける取組みを行う
震業体験学習指導支援

学校給食での
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末」用促進

産地交流会の開催や地域食材の活用など

4環 境に配慮した生産の推進
末利用有機資源の活用、震薬や化学肥料を節減した栽培方法



マークを見たことがある

震薬使用記録の記帳

“
ひろしまそだち

〕
マークが市民にどれだけ知られている

かについて、調査しました。

調 査 日 平 成18年 1月28、 29日

調査場所 市 内4つ の大型小売店の店頭

調 査 数 407人

マークを見たことがあると回答した人が60%で した。

ブランドの認知が進んできましたが、今後もこの認知度を

高めてしヽくための努力が必要です。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

農薬使用記録の記帳について、調査しました。

調査期間 平 成 17年 12月 から平成 18年 1月

調 査 数 410(販 売震家)

何らかの形で記帳をしていると回答した人が80%で 、前年

度調査の69%か ら記帳率が11ポ イント高くなっていました。

このことは、言B帳の必要性が理解されたためと思われます。

産品に対する信頼の確保には、農薬の使用記録の記帳|よ不可

欠なものです。今後も、記帳の啓発を進めていきます。

農業使用記録の記帳内容については、大多数の人が、震案

散布した、日付、農薬名、作物名につしヽて記帳してしヽること

が分りました。

また、これに比べ散布場所や希釈倍率について、記帳の割

合が少なしヽので今後は記帳の推進と併せ記帳内容の充実を図

つてしヽきます。

記帳につしヽて|よ、栽培記録簿が最も多く、次に日記に記帳

してしヽる人が多しヽ結果となりました。このことは、栽指を日

常作業としている震家では、こく自然志ことと思われます。

しかし、第二者に記帳内容を開示する場合は、日記より栽

培HP録簿の方が望まししヽので、今後|よ、栽増記録簿への記帳

を啓発してしヽきます。
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(1)学 校農園での農業体験学習支援 (2)生 産現場での農業体験学習指導
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3産 地交流会の開催
生産現場での収穫体験 料 理実習 意 見交換を行つて、消費者と生産者の交流を行います。

4地 域食材の活用・地域の伝統料理の継承
い)公民館活動 料 理講習会等での地域食材活用

(り学校活動での地域食材活用

13)「学校だより」等への
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い)地域の伝統料理レシピ集の作成 活 用

収穫体験 調理体験 食事しながら意見交換

料理議習会
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消費生活展でPR

ひらしまフードフェステイパルでPR

産地交流会を夏に広島おくら 秋 に深川早生芋、冬に春菊、下仁国ねぎを開催 しました。

消費者に生産現場へ来てもらい、収種から荷作り作業までの体験や収種した野業を使った調理体験などを通じ

て生産者と消費者との交流を行い相互の信頼関係を高めました。

広|ネら 鯨製哲
働し酬瀬

深'l厚 生手  し ]★
安佐北区深)

書菊 り 消
却 蜘

下に回ねぎ
1月21日山 安佐北区色木町下三日

参加者23名

試食PRの 実施

産品の試食によって消費者へ
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PRしました,

市民モニターによる調査

消費者の意向を取り入れた開発を行うため市民モニターを

公寡し広島市農業振興センターにおいて年4回実施しました。

5月2 0日( 3にシャ

レオ中央広場で料理

の実浪 を行い、J 松ヽ

菜の消費拡大と
“
ひ

ろしまそだち
"を
P R

しました。

広島城周辺で開催されたひ

ろしまフードフェスティバル

の会場で、小松業料理の試食

や調理実浪などを行いました。

8月2日児

サラす水■の立食を,る

市民モニター
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赤ねぎ ホウレンツウ

収推体静 収禅体験

恨博体験 収荏体静コ理体験
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